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１　は じ め に

　知識創造理論がオックスフォード大学出版局から英語版で出版されたのは1995年であ

る。2015年で20年を迎えることになる。この間，知識創造理論は広がりと発展を見せ，

提唱者の野中郁次郎は2008年に米国ウォールストリートジャーナルが選ぶ「世界で最も

影響力がある経営思想家ベスト20」に選ばれた。欧米人が多数を占めるなか唯一のアジ

ア人である。知識創造理論の中核をなす SECIモデルは日本だけでなく欧米でも多くの
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研究に引用・応用されている 1）。SECIモデルを応用した研究の広がりは経営分野だけ

に止まらず，教育，医療，研究など多様な分野で進められ成果が蓄積され続けている。

　SECIモデルの中心概念は，「暗黙知と形式知の相互変換によって新たな知を創造」し

「個人の知を集団の力よって深化・増幅させる」ことである（野中・竹内，1996）。本研

究のリサーチ・クエスチョンは，現実のプロジェクトをメンバー 2）が進めるさい，SECI

モデルが知の創造的活動の羅針盤として有効に機能するか，である。このリサーチ・ク

エスチョンを検証するため，国立大学法人電気通信大学 3）（以下，電通大と言う）にお

ける一つのプロジェクトを事例として取り上げた。第一ステップではメンバー個人（筆

者）を対象にして７か月間をかけて試行的に研究を進めた。第二ステップでは，同じプ

ロジェクトに関わる複数のメンバーを対象に調査を行う予定である。本研究は第一ステ

ップの成果を報告するものである。

　第２章では事例として取り上げる電通大のプロジェクトについて説明した。第３章で

は事例プロジェクトのメンバーである筆者が所属するベンチャー支援部門の活動につい

て説明した。第４章では本研究で使った SECIの各モードの指標と評価方法について説

明した。第５章ではベンチャー支援活動，ベンチャー教育活動，これら二つを包括した

プロジェクト活動の３つの活動に SECIモデルの指標を当てはめた結果を報告した。第

６章では結論，インプリケーション，今後の課題について述べた。

２　背景と概要

　2.1　背　　　景

　国はイノベーションの創出拠点の一つとして大学を位置付けている 4）。電通大は情

報・通信分野に強みを持つ大学・大学院である 5）。電通大には大学発イノベーションの

創出を促進する部門として産学官連携センターにベンチャー支援部門が設けられてい

る。同部門では事業化を目指す研究への資金的支援，学内インキュベーション施設にお

ける大学発ベンチャー企業の起業・成長支援 6），ベンチャービジネス教育による次世代

のベンチャーの担い手の育成等をミッションとしている 7）。

　電通大は2018年に創設100周年を迎える。この節目を迎えるにあたり福田学長を委員

長とする「100周年記念事業委員会」が組織された。この事業委員会の下には４つの実

行委員会 8）があり，本研究で焦点を当てるのはこの中の100周年キャンパス先端共同研

究施設招致実行委員会である。
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　2.2　100周年キャンパス　先端共同研究施設招致実行委員会の概要

　この委員会は，毎週定期的に行う情報共有会議として2014年８月にスタートした。委

員の構成は次のとおりである。実行委員長は経営戦略担当理事，メンバーは産学官連携

センターの正・副センター長，知財部門・ベンチャー支援部門・研究企画室・研究推進

課からの代表である。委員会の目的は，100周年キャンパス先端共同研究施設（以下，

新施設と言う）に，研究センター・大企業や地域の中小企業が大学と行う共同研究の拠

点・大学発ベンチャー等を招致し，電通大の「新たな顔」を創ることである。

　このプロジェクトにおけるベンチャー支援部門の役割は，2017年４月までに新施設に

大学発ベンチャー企業及び大学と関係が深い成長型企業を呼び込むことである。単に新

しい建物の入居者を探すという話であれば不動産流通業に依頼すれば済む。新施設をイ

ノベーション創出の場にするには，そこで誰が何を行うのかという中味が重要である。

ベンチャー支援部門が関わる目的は，ベンチャー企業や学生や研究者が興味を持って集

まってくる場にするための企画を立案・実行するためである。

３　ベンチャー支援部門の活動

　100周年プロジェクトで週一回の定例会議がスタートしたのを機に，ベンチャー支援

部門は，それまで行ってきたベンチャー支援活動と教育活動の取り組みを整理し，強化

ポイントを明確にした。一覧表にまとめたものが表１である。

図１　100周年キャンパス　先端共同研究施設招致実行委員会のメンバー

 出所：　筆者撮影　撮影20015年２月27日。



ナレッジ・マネジメント研究　第14号66

　定例会議がスタートする前に行っていたベンチャー支援活動は次の６点である。

⑴ 希望企業に対する事業計画作成支援，⑵ 月に一回の定例ミーティング，⑶ 個別ミー

ティング，⑷ インキュ施設入居企業が学長等に対して事業内容を紹介する機会づくり，

⑸ HPを通じた情報公開 9），⑹ オープンキャンパスなど大学全体で行うイベントでベン

チャーが来学者に向けたプログラムを提供する，などの取り組みである。⑸ の HP活

動以外は直接顔を合わせて行う活動である。定例会議がスタートする前の活動では，

SECIモデルにおける Socializationを意識していたものの ⑴ の計画作成活動が停滞して

いたため，企業各社の経営状況を把握しにくいという問題があった。そこで定例会議ス

タート後は ⑴ を改善するため，全社に現状・目標・戦略・計数情報が分かるシンプル

な事業計画を作成してもらうことにした。アウトプットとして全体ミーティングや学

長・理事に向けても発表する場を作り，それに向けて準備の流れを作った。この活動と

プロジェクトとの関連について説明しておこう。インキュ入居企業12社のうち８社が

2017年３月で入居期限が終わるので，タイミングよく同年４月に開設する100周年施設

に入居したいという希望を持っている。そこで学長や理事に向けてベンチャー企業群が

経営計画を発表し，入居希望企業の存在と概要を早い段階から認識してもらうためであ

表１　ベンチャー支援活動と教育活動について，定例会議スタート前後の比較表

定例会議スタート前 定例会議スタート後

ベンチャー
支援活動

⑴ 　事業計画作成：インキュ施設入
居企業のうち希望企業を対象に経
営革新計画作成支援活動。
⑵ 　施設入居企業の全体ミーティン
グ：毎月１回。
⑶　個別ミーティング：適宜。
⑷ 　学長へのプレゼン会：４ヶ月に
１度。
⑸　HPで情報発信。
⑹ 　大学イベントで来学者に向けた
公開プログラムを実施。

⑴ 　事業計画作成：【強化ポイント】
インキュ施設入居企業の全社が経
営計画を立案。経営支援の基礎資
料とする。学内発表も行う。
⑵ ～ ⑹ は継続。

ベンチャー
教育活動

⑹ 　ベンチャービジネス特論（大学
院生対象，前期），ベンチャービ
ジネス概論（学部生対象，前期）

⑹ は継続。
⑺ 　【強化ポイント】新入生のプロ
グラム作り・ものづくり意欲に応
えるセミナー：VBセミナー，VB
セミナーテック編，VBセミナー
ピクトラボでものづくり編（いず
れも新入生対象，前期）。

出所：　著者作成。
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る。⑵ ～ ⑹ は継続である。

　次にベンチャー教育活動に関して説明する。定例会議がスタートする前に行っていた

活動は大学院生向けの授業ベンチャービジネス特論と学部生向けの授業ベンチャービジ

ネス概論である。定例会議スタート後に新しく作った強化ポイントは，新しいセミナー

企画の立案と試行である。目的はベンチャーに関わる人材の層を厚くすることである。

そのためそのためベンチャー企業に深く関わる先輩と現役の学生が出会える場を新たに

作った。

　次に定例会議スタートした以降，ベンチャー支援部門が行ってきたプロジェクト活動

について説明する。活動概要をモデル図にしたものが図２である。

　ベンチャー支援部門の活動目的は「人の成長，企業価値の UP，イノベーション創出」

である。「人の成長」とはこのプロジェクトに関わる人全員が活動の結果成長するとい

う意味である。「企業価値の UP」は，このプロジェクトに関わる企業の企業価値が上

がるという意味である。「イノベーション創出」は国と大学が掲げるスローガンと共通

している。人の成長なくして企業価値の上昇はなく，結果としてのイノベーションの創

出もない。この三者は三つ巴の関係である。では，この目的を達成するため大学発ベン

チャーや成長企業はどのようなタイプの企業像を目指すのか。これを整理したのが３タ

図 2　100周年プロジェクトにおけるベンチャー支援のモデル図

出所：著者作成。 

【目的】人の成長，企業価値のUP
　　　　イノベーション創出

【目標1】世界で活躍する
ベンチャー企業群の創出
調布・電通大を中心とする
シリコンバレー型イノ
ベーションの拠点（赤羽プラン）

【目標2】ドイツ型「隠れたチャ
ンピオン」経営モデル企業群の
創出

【目標3】「人を大切に
する経営」モデル企業
群の創出

VBセミナー， VB概論，VB特論
既存施設，UEC100周年施設
共同研究，寄付講座

電通大発ベンチャー20社
インキュ企業12社
インキュ外企業8社
プレベンチャー3組

IT分野で成長機会を探す
電通大生

UEC 国内

人（技術者）を求める
成長企業＋MC，IMJほか

卒業生ベンチャー，高度技術者
のネットワーク（ iプラン2）

小中高校生

出会いの場（iプラン）
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イプの目標である 10）。１社が目標一つとは限らず，１社で目標１と目標３の両方を目

指す企業もある。これらの目標について説明しておく。

　まず目標１の「世界で活躍するベンチャ─企業群の創出～調布・電通大を中心とする

シリコンバレー型イノベーションの拠点づくり」は提唱者の赤羽雄二氏 11）の名前から

赤羽プランと名付けた。スタンフォード大学を中心に周辺にベンチャー企業群が集積し

新ビジネスが次々に誕生して新産業を生み出している状況を，調布・電通大で実現しよ

うという試みである。

　次の目標２はドイツ型の「隠れたチャンピオン」経営モデル企業群の創出である 12）。

隠れたチャンピオンとは，ニッチな分野で世界市場の上位に位置する企業という意味で

ある。

　そして目標３が「人を大切にする経営」モデル企業群の創出である。ここで言う「人

を大切にする経営」は，坂本光司法政大学大学院政策創造研究科教授 13）が提唱する経

営モデルである。会社には「五人に対する使命と責任がある」として「社員とその家

族」「外注先・下請企業」「顧客」「地域社会」「出資者」の幸せの実現への努力の重要性

を指摘している。卒業生ベンチャーでもこの考え方に賛同している企業がある。企業の

あり方の理想像なので取り入れた。

　図の下左の UECとは電通大のことである。電通大には IT分野で成長機会を探す電

通大生が居り，大学発ベンチャーが20社，学生によるベンチャー・グループが３組活躍

している。図の下右，電通大の外に目を向けると，国内には電通大の卒業生が経営する

ベンチャー企業や電通大と縁の深い成長企業が存在している 14）。

　この両者つまり電通大生と卒業生ベンチャー・成長企業とが出会う場が「iプラン」 15）

という企画である。iプランの中味は，VBセミナー，VB概論，VB特論，既存施設（イ

ンキュベーション施設をいう），UEC100周年記念施設，共同研究，寄付講座等である。

４　SECIモデルの適用方法

　SECIモデルの基本概念は，前述したように「暗黙知と形式知の相互変換によって新

たな知を創造する」ことと「個人の知を集団に力よって深化・増幅させる」ことであ

る。本研究のリサーチ・クエスチョンは，現実のプロジェクトを当事者が進めるさい

SECIモデルは知の創造的活動の羅針盤として有効に機能するか，である。メタファと

しての羅針盤について説明しておこう。本研究では SECIモデルの各モードごとに設定

した評価指標を，具体的にはプロジェクト活動の方向性がこれで良いか・ずれていない
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かを確認する時に使うもの，あるいは意思決定のさいのチェック機能を持つもの，とい

う捉え方をしている。

　プロジェクトのメンバーが現場で SECIモデルを羅針盤として使うため，SECIの各

モードの指標を表２のように設定した。指標の文は，意識に上った時いつでも使えるよ

うにするためできるだけ思い切り詰めたものにしている。

　各モードに指標について説明しよう。Socializationは，人が同じ場で同じ経験をする

ことによって人から人へ暗黙知が伝わるモードである。これまでの多くの研究で Face 

to Faceのコミュニケーションすなわち Socializationの重要性が強調されている。先行

研究を踏まえ，このモードの指標を「自ら現場に足を運び人と相対して会話している

か」とした。労を厭わず足を使って現場に行き人と話し，第一次情報を入手している

か，という自問である。インターネットやメールで簡単に情報収集できるので，つい便

利さに甘えてしまうので自戒の意味合いもある。Externalizationは，個人が得た知（暗

黙知）を文章・数値・図表という形式知に転換して仲間と共有するモードである。そこ

で指標は「自分が得た知を人に伝えるため文書化しているか」とした。文書作成は労力

と時間かかる。このような作業はつい後回しにしたくなるものである。しかしそれでは

知の共有や蓄積が進まない。この指標にも自戒の意味合いがある。Combinationは，複

数の形式知が結びつくことによって新しい知が生まれるモードである。今回の研究対象

はプロジェクトの推進であり，しかも途中経過である。そこで「メンバーがプロジェク

トの現状を共有しているか」とした。ただ，自分以外の他のメンバーがプロジェクトに

必要な知をどこまで共有できているかについて把握するのは難しい。そのため，あくま

で筆者から見た評価となる。最後の Internalizationは，形式知から暗黙知へ転換するモ

ードである。内省あるいは振り返りのモードと言っても良い。単に Cの次に来るモー

ドというだけでなく，S，E，Cの全モードを振り返り，次の活動のヒントを見出す，

あるいは活動に修正を加えるような意志決定のモードである。プロジェクト活動を目的

表２　SECIの各モードの指標

モード 指　　　標 評　価

Socialization 自ら現場に足を運び人と相対して会話しているか。 5 / 3 / 1

Externalization 自分が得た知を人に伝えるため文書化しているか。 5 / 3 / 1

Combination プロジェクトのメンバーが現状を共有しているか。 5 / 3 / 1

Internalization 動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか。 5 / 3 / 1

合計点（100点換算）
出所：　筆者作成。
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に対して整合性のあるものにし，成功させる上で非常に重要なモードである 16）。そこ

で稲盛（2014）から「動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか」という

言葉を導入した。

　評価は分かりやすくするため数値で表現することにした。「よくできている」が５点，

「できている」が３点，「できていない」が１点とした。２点，４点という中間点はつけ

ないことにした。

５　行動の羅針盤としての SECIモデルの活用報告

　ここから電通大のベンチャー支援部門つまり筆者が2014年８月から2015年２月までの

７か月間にかけて行った100周年プロジェクトでの活動のうちベンチャー支援活動とベ

ンチャー教育活動および両者を包括したプロジェクト活動の３つ対象に SECIモデルの

指標を当てはめた結果を報告する。

　その前に，指標の当てはめ方について説明しておく。７か月間の活動期間中は常に

SECIの各モードを意識して活動した。ただ，Iのモードの指標は明確に定まっていな

かった。点数は2015年２月の時点で振り返ってつけた自己評価点である。

　5-1　ベンチャー支援活動

　ベンチャー支援活動は前述したとおり次の６項目がある。

　⑴ 事業計画作成：インキュ施設入居企業の全社が経営計画を立案。経営支援の基礎

資料とする。学内発表も行う。⑵ 施設入居企業の全体ミーティング。⑶ 個別ミーティ

ング。⑷ 学長へのプレゼン会。⑸ HPで情報発信。⑹ 大学イベントで来学者に向けた

公開プログラムを実施。

　このうち ⑴ がプロジェクトが始まってからの強化項目である。そこで評価対象

を ⑴ にして評価した。結果は表３である。

　評価について説明する。経営計画の作成では経営者と支援側（筆者）の間での

Socializationは不可欠の条件である。そこで期間中，経営者とは面談を重ねた。しかし

不足していたのは，会社のオフィスを見る（会社の現場のいわゆる5S状況を見ること

で組織全体の意識レベルが理解できる），会社の従業員と会話する（組織文化が理解で

きる）などの現場への一歩である。これが甘かったという反省があるため評価点を３点

とした。Externalizationについては，プロジェクト期間中に全社が2015-2017年の経営

計画を完成させ，また Combinationについては学長・理事に向けて経営計画のプレゼ
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ン会を実施し100周年キャンパス入居を前提にした企業の活動方針について認識の共有

が進んだ。そこで評価を５点とした。

　Internalizationについては明確な評価指標がないまま，期間中，自問自答を繰り返し

ていた。筆者が経営のためになることだと考えたとしても経営者はそのように認識して

いないのではないか，そもそもこの活動は大学のためになっているのか，あってもなく

ても同じような活動ではないのか，なくてはならないものにするにはどうすれば良いの

か，活動全般に対して筆者の私心がないと言い切れるか等などである。最後の最後にな

って「動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか」を据えたことで腹に落

ちた。迷うこと自体，私心がある証である。これが無心でプロジェクトを進める阻害要

表３　インキュ施設入居企業の経営計画活動に対する SECIによる評価

モード 指　標 評　価

Socialization 自ら現場に足を運び人と相対して会話しているか。 5 /③ / 1

Externalization 自分が得た知を人に伝えるため文書化しているか。 ⑤ / 3 / 1

Combination プロジェクトのメンバーが現状を共有しているか。 ５ /③ / 1

Internalization 動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか。 5 / ③ / 1

合計点（100点換算） 80

出所：　筆者作成。

図３　 Combinationの一形態であるインキュ入居企業による学長・理事プレゼン

　出所：　筆者撮影　撮影日2015年３月３日。
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因になっている。それでも何とか活動は継続した。そこで間をとって評価点を３点とし

た。100点換算で80点となった。これは合格点であろう。しかし，前述したように改善

できるまだまだ大きな余地があることも分かった。

　5-2　ベンチャー教育活動

　ベンチャー教育活動は前述したとおり次の２つの項目がある。

　⑹ ベンチャービジネス特論，ベンチャービジネス概論。⑺ 新入生のプログラム作

り・ものづくり意欲に応えるセミナー：VBセミナー，VBセミナーテック編，VBセミ

ナーピクトラボでものづくり編 17）。このうち ⑺ がプロジェクトが始まったのを受けて

新しく作った項目である。そこで SECIの評価対象は ⑺ にした。

　VBセミナーはプログラム作りやものづくりに興味を持って電通大に入学してきた学

生の期待に応えるものである。特長は次の３点である。第一が，ベンチャー企業に携わ

る卒業生と在学生が出会う場であること。第二が，卒業生のベンチャー企業で実際にア

ルバイトしてソフト開発ができること 18）。これによって実践的なプログラム開発力が

身に付く。第三が，受講生が先生役になれること。近隣中高生を対象にしたプログラム

教室での先生役，次年度の VBセミナーで新入生に対するアドバイザー役になる。教え

たり，指導する立場にたって自己成長を促す仕組みを織り込んでいる。VBセミナーの

内容は，卒業生が社長や最高技術責任者を務めるベンチャー企業の技術内容を紹介し，

会社訪問，エンジニアとの交流などがある。2014年11月から翌年１月にかけて３回，試

行した。各回10人以上の学生が集まり，卒業生のベンチャー企業でアルバイトを始める

図４　 Combinationの一形態である VBセミナー　終了後の記念写真

　出所：　筆者撮影　撮影日2014年11月27日。
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学生も出てきた。試行で卒業生ベンチャーの協力が得られることが分かったので，2015

年４月からは新入生を対象に毎週行うことにしている。

　VBセミナー活動に対する SECIによる評価について表４で説明する。VBセミナーを

開くに当たり卒業生に趣旨を説明し理解を得るプロセスが出発点であった。卒業生のベ

ンチャー企業を訪問し会話するので Socializationは必須である。そこで評価は５点とし

た。Externalizationはセミナーの告知，活動記録の HPへの掲載などで文書化を必ず行

った。これも評価は５点である。Combinationについては，学生の声が形式知として出

て来る場が Facebookコミュニティに限られており，全員が参加しているわけではない。

このことから，プロジェクトのメンバーが現状を共有できているとは言い切れないため

３点とした。

　Internalizationについては前に挙げた事例での評価とほぼ同じ内容となる。違う点と

して，VBセミナーが初めての試みであったことから，指標の「プロセス善なりしや」

に対して，もっと良い方法があるのではないか，という思いは常に抱えていた。従って

３点とした。結果的に合計点80点となった。

　5-3　100周年プロジェクト活動

　2014年８月に始まった100周年プロジェクト活動によってベンチャー支援活動はより

積極的な姿へと変化している。そこで SECIモデルの指標を100周年キャンパス先端共

同研究施設招致実行委員会とベンチャー支援部門を対象に当てはめてみた。結果は表５

に示したとおりである。

　Socializationについてはプロジェクトのメンバーが現場に出かけて会話を進めている。

ベンチャー支援部門もこれから現場でさらに一歩深く踏み込む必要はあるものの，

Face to Faceは常に意識して実行している。そこで５点とした。Externalizationは，メ

表４　VBセミナーに対する SECIによる評価

モード 指　標 評　価

Socialization 自ら現場に足を運び人と相対して会話しているか。 ⑤ / 3 / 1

Externalization 自分が得た知を人に伝えるため文書化しているか。 ⑤ / 3 / 1

Combination プロジェクトのメンバーが現状を共有しているか。 5 / ③ / 1

Internalization 動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか。 5 /③ / 1

合計点（100点換算） 80

出所：　筆者作成。
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ンバーが大学人であることもあって口頭だけでの発表で済ませるケースはほとんどな

い。毎回の会議ではメンバーは必ずペーパーを持ち寄っている。筆者もプロジェクトの

会議に出席する時は必ず文書を作成したので，評価は５点とした。Combinationは実行

委員長が毎週，メンバーの情報を統合し一覧表にした最新版を用意し，これを元に会議

を進めた。筆者の情報もこの一覧表に完全に反映されていた。そこでこの評価も５点と

した。

　Internalizationについては，指標の三つごとに順に説明しよう。「動機善なりしや」に

関して言うと，「日本はイノベーションが必要である，大学も同様である，だから正し

い目的である」という論理だけでは理屈は通っても心は動かない。目的達成の先に何か

しら幸せを感じられるものがあってこそ心が動き行動につながる。また目的が正しいか

らといって方法やプロセスも正しいということにはならない。そこで「プロセス善なり

しや」と考えると，そのやり方が本当に学生のためになっているのか，ベンチャー企業

のためになっているのか，自問が続く。プロセスを図に表出化したものが図５である。

第１ステップは学生と卒業生ベンチャーの出会いの場を作る試行プロセスである。VB

セミナーという両者が出会える場を作り，そこでプログラム力・ものづくり力を高める

ことは学生にとっても企業にとっても良いことである。第２ステップは2015年４月から

始める活動である。学生が卒業生ベンチャーの仕事するために都内の会社まで出かける

ことなく調布の大学内でテレワークでできないかを模索する。またベンチャー企業と研

究室の間で共同研究が始まるような新しい出会いの機会づくりも考えて行く。第３ステ

ップは新施設にベンチャー企業等が入りベンチャーの集積が生まれイノベーションが起

きる可能性が高まるという流れである。この図を卒業生ベンチャー企業の社長や最高技

術責任者に示し，「プロセス善なりしや」を問い続けている。

表５　100周年キャンパス先端共同研究施設招致実行委員会と
　　　ベンチャー支援部門に対する SECI評価

モード 指　標 評　価

Socialization 自ら現場に足を運び人と相対して会話しているか。 ⑤ / 3 / 1

Externalization 自分が得た知を人に伝えるため文書化しているか。 ⑤ / 3 / 1

Combination プロジェクトのメンバーが現状を共有しているか。 ⑤ / 3 / 1

Internalization 動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか。 5 / ③ / 1

合計点（100点換算） 90

出所：　筆者作成。
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　「私心なかりしか」は最も答えるのに難しい問いである。プロジェクトに関しては，

筆者がいなければ回らないような仕組みにしようとするのが私心ありということにな

る。そうではなく，関わる学生・経営者・教員・事務スタッフ全員が「これは良いこと

だし，結果的に利益にもなる。だから組織文化として定着させよう」という気持ちにな

って関わるような仕組み創りを目指すことが私心のない取り組み，ということであろ

う。仕組み創りはまだ途上である。そのため３点とした。これで合計点は90点になる。

前の２つの例が80点だったのに対し，プロジェクトで見た時の評価点のほうが高くなっ

た。この理由はプロジェクトのグループの力が知を深化・増幅したためではないかと考

えている。

６　まとめと今後の課題

　本研究のリサーチ・クエスチョンは，現実のプロジェクトをメンバーが進めるさい，

図 5　プロセス善なりしやを確認するための検討図

出所：著者作成。 

1 基本的な考え方
   VBセミナーは，学生と先輩が出会う楽しい場。目指すのは成長と価値創造。

2 スケジュール
第1ステップ2014年11月～
VBセミナーを契機に技術の勉強会や会社訪問などの交流が始まる。

学生 VBセミナーの土俵
プログラム力・ものづくり力

卒業生ベンチャー・MC, IMJ
などの成長企業

学生 テレワーク，
インターンシップ，アルバイト

卒業生ベンチャー・MC, IMJ
などの成長企業

共同研究

研究室

第2ステップ2015年4月～
第一線のエンジニアと学生が一緒になってプログラム作り・ものづくりを進める場を
電通大に設置する。研究室に所属する学生を通して企業と教員のつながりが生まれ，
イノベーションを創出する共同研究も出現する。

第3ステップ2017年4月～
既存の電通大インキュベーション施設と100周年記念先端共同研究施設を中心にベンチャーや成長企
業が集積して連続的なイノベーションが起きる。
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SECIモデルが実際の活動の羅針盤として有効に機能するか，であった。この検証は二

段階のステップで行うものである。最初のステップとして，メンバー個人（筆者）を対

象にして７か月間をかけて研究を進めた。本研究はその成果報告である。

　電通大の100周年プロジェクトを事例に SECIモデルの指標を当てはめることによっ

て，次の結論を得ることができた。

⑴　SECIモデルの評価指標を工夫することによって実際の活動の羅針盤として有効

に機能することが確認された。

⑵　特に Internalizationの評価指標を「動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心

なかりしか」と設定することによって，考えが深化し次に取るべき行動の気づきが

増えた。

⑶　SECIモデルは個人レベルのプロジェクト進行の羅針盤機能だけでなく，活動の

目的が善であるかを問いかけ，取り組みの心の姿勢を問いかけ，結果的により深い

思考と行動へと導く力を持つ。

　本研究から得られたインプリケーションは次である。個々の活動をミクロに見るとひ

とつの場面で SECIの各要素が同時に立ち現れることがある。従って，これまで言われ

ているように SECIは回転しスパイラルアップするものと常に固定的に捉える必要はな

い。

　今後の課題は第二ステップへの前進である。第二ステップでは，調査対象のメンバー

数を増やし，SECIモデルが羅針盤として機能するかどうかを2015年４月から12月の期

間，調査する。

　最後に，本研究を進めるに当たり，電気通信大学100周年キャンパス先端共同研究施

設招致実行委員会のメンバー各位にご協力いただいたことを感謝します。

注
1）　グーグルスカラーで SECIを検索すると約35,800件がヒットする。knowledge creating companyを検索
すると約 2,720,000 件がヒットする。参照日：2015年３月１日。

2）　植木らの「知を創造する経営」（2011）の80ページに，プロジェクトメンバーについて次のような適切
な説明がある。「プロジェクトメンバーである個人は，特定の任務を持ったプロジェクトという集団に属
し，プロジェクトは企業内に目的を持って設置され，プロジェクト活動の企業内環境を提供し，そしてそ
の企業はさまざまな外部環境に囲まれている」。

3）　所在地は〒182-8585　東京都調布市調布ヶ丘1-5-1　　学長は福田喬。教職員数623名，学部生3,710名，
大学院生1,272名。（2014年５月１日現在）

4）　第４期科学技術基本計画に詳しい。特に p.32　の３．科学技術を担う人材の育成の項。
5）　2013年に文部科学省の「研究大学強化促進事業」の研究大学の１校に選ばれた。
6）　電通大のインキュベーション施設の HPに詳細が載っている。http://www.uecincu.com/company/

index.html
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7）　電通大の HP「研究・産学連携に関する機関」で紹介されている。http://www.uec.ac.jp/facilities/

research/industrial_alliance/

8）　４つの実行委員会は次である。基金運営委員会，記念行事実施委員会，100年史編纂委員会，100周年キ
ャンパス先端共同研究施設招致実行委員会。

9）　http://www.uecincu.com/

10）　目標を３つにした理由は，大学発ベンチャー企業経営者や成長企業経営者の話とものづくりが盛んな多
摩地区に近い電通大の地域性を考えた結果である。

11）　赤羽氏は日本発の世界的ベンチャーを１社でも多く生み出すことを使命して活動するコンサルタントで
ある。電通大のベンチャービジネス特論（以下 VB特論）・VB概論の非常勤講師を務めており，電通大の
学生の気質を理解している。

12）　これはハーマン・サイモン氏が論じる「21世紀の隠れたチャンピオン」から採ったものである。サイモ
ン氏のレポートで説明しよう。隠れたチャンピオン企業とは，サイモンの定義によれば，世界市場におい
て業種上位３位以内，またはその企業が位置している大陸のトップであり，収益は50億ドル以下，一般に
はほとんど無名な企業を指す。世界には隠れたチャンピオン企業が2,746社あり，うちドイツ企業が1,307
社で全体の47％を占める。これがドイツの輸出の約４分の１を占める。日本との比較で言うと，2011年の
ドイツの輸出額は１兆5,430億ドルに対し，日本は8,010億ドル。ドイツの一人あたり輸出額は１万8,863ド
ルに対し，日本は6,258ドルである。隠れたチャンピオン企業の特長は，狭く設定した市場分野で深くグ
ローバルに活動する点である。

13）　坂本らは2014年９月に「人を大切にする経営学会」を立ち上げ，優秀企業の事例発掘・表彰に力を入れ
ている。http://www.htk-gakkai.org/

14）　図の右下にあるMCとは動態管理システム技術に強みを持つモバイルクリエイト株式会社のことであ
る。社長の村井雄司氏は電通大のベンチャー支援活動ではメンター的な役割を担っている。またベンチャ
ー教育では VB特論・VB概論の非常勤講師を務めている。IMJとはデジタルマーケティング事業を展開
するアイ・エム・ジェイ株式会社のことである。同社創設者の藤本真佐氏が VB特論の非常勤講師を務め
る関係から VBセミナーで協力を得ることになった。

15）　発案者の井田直文氏（電通大研究推進課産学官連携担当）の名前から名付けた。
16）　筆者には内面化のモードをどのように理解すれば良いのかこれまで確信が持てないでいた。しかし，今
回の稲盛氏の「動機善なりしや。プロセス善なりしや。私心なかりしか」を指標として導入したことで，
内面化の意味がようやく腑に落ちた。この言葉は，稲盛氏が経営について省察するときの自問の言葉であ
る。プロジェクトの目的に合致しているか，というレベルを超えて，プロジェクトが社会に及ぼす影響や
関わる人の心の姿勢まで問うている。

17）　VBセミナーテック編はビジネスで使えるプログラム開発力をつけるため C言語や電子工作の基礎を教
えるものである。ピクトラボでものづくり編は，教員の指導の下で3Dプリンタや工作機械，工具，部材
が揃った工房で受講学生が実際にものづくりを行い企業から試作品の開発を引き受けられる力を養うもの
である。2014年２月に１回試行し2015年４月から新入生を対象に毎週行うことにしている。

18）　電通大生ならではのプログラム力やものづくり力を活かせるアルバイトができる環境を作りたい。その
アルバイトが電通大の卒業生ベンチャー企業の仕事であればなお良いという発想から来たものである。
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